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1．はじめに 

 我が国において，人口や資産が多く集積している大

都市は河川の河口部や海沿いの低平地に集中している．

近年，これらの都市において短時間豪雨の発生回数が

増加しており，河川の急激な増水による低地の浸水が

多く発生している．さらに感潮河川では,洪水発生時に

高潮が同時生起した場合，多大な人的・経済的被害が発

生することが考えられる．このような被害を軽減する

ために，リアルタイムの河川水位予測情報を用いた減

災対策の重要性が高まっている．そこで本研究では，都

市河川における急激な河川水位の上昇を予測すること

で人的・経済的被害を軽減させることを目的とする．気

象庁の発表する降水短時間予報3)，及び高解像度降水ナ

ウキャスト4)を用いた降雨流出解析及び河道計算を行

い，河川水位予測への可能性の検討を行った．  
 
2. 対象流域の概要と降雨流出解析 

(1)対象流域の概要 

 本研究は，横浜市を流れる2級河川である帷子川流域

を対象とした．図-1に帷子川流域における標高図を示

す．（流路延長17.3km，流域面積57.9km2）河口は，東京

湾に面しており，河口から約4kmまでは感潮域となって

いる．当該流域内では合流式下水道と分流式下水道の

両方を使用しているが，本論文において検証対象とし

た下流域の横浜市西区においては全ての区域において

合流式下水道を使用している．  

(2) 降雨流出解析の概要 
地表面流出計算に関しては，都市河川の流出特性を

考慮して，渡邊・山田ら1)によって解析解が導出された

合成合理式を用いた. また, 河道計算に関しては国土

総合技術研究所よりプログラム化されている

NILIM2.02)を使用し，一次元不定流による計算を行った.
本研究では横浜市西区を氾濫解析の対象としているた

め，図-1のように帷子川を4つのサブ流域に分け， サブ
流域ごとにXRAINによる観測雨量の算術平均値を与え

た.  
(3) 降雨流出解析の結果 
図-2 は過去の降雨イベントを対象に XRAIN による

流域平均降雨強度の時系列および河口から 2.1km 地点

(以下元平沼橋地点とする)における水位ハイドログラ 

 
 図-1 帷子川流域の標高図  
   

 
 図-2 計算水位と実測値の比較  
   

フの計算値と実測値を重ねた図である. 同図より計算

値と実測値の水位ピークが概ね一致していることより，

地表面流出計算および河道計算におけるパラメータ選

定の妥当性を確認した. 
 
3．予測降雨の精度評価 

気象庁の発表する降水短時間予報，高解像度降水ナ

ウキャストによる予測値とXRAINによる観測値を用

いて予測降雨の精度検証を行った．降水短時間予報で

は，1時間先から15時間先まで予測するが，6時間先まで

は各1時間降水量を1km格子の細かさで30分ごとに予測

し，7時間先から15時間先までは各1時間降水量を5km格
子の細かさで1時間ごとに予測している．また高解像度

降水ナウキャストでは，5分先から1時間先まで5分ごと

の各降雨強度分布を予測するが，5分先から30分先まで

は250m格子の細かさで，35分から1時間先までは1km格
子の細かさで予測している．本研究では，XRAINによる

同時刻の観測値と比較するために，降水短時間予報で

は30分ごとの1時間降水量，高解像度降水ナウキャス

トでは5分ごとの降水強度の流域平均値を用いた.  
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図-3に過去の降雨イベント時の比較結果を示す．降水

短時間予報では過小評価傾向，高解像度降水ナウキャ

ストでは過大評価傾向にあり，予測時間が短くなるに

つれて，観測値と予測値のピーク時刻の差が小さくな

っていることがわかる．また，降水短時間予報と比べて

高解像度降水ナウキャストでは5分間隔でデータが得

られるため，より詳細な降雨予測を行うことが可能で

あると考えられる． 
 
4．予測降雨を用いた河川水位計算結果 

河川水位予測に必要な条件として，降雨と潮位があ

るが，降雨条件は気象庁の発表している予測降雨であ

る降水短時間予報及び高解像度降水ナウキャストによ

る予測値を，潮位条件は観測潮位を用いることで河川

水位予測を行った．図-4に元平沼橋地点における計算

結果を示す．降水短時間予報においては1時間先から6
時間先の予測降雨が観測降雨に比べて過小傾向である

ため，予測降雨を用いた計算水位が実測水位よりも低

く，再現できていないことがわかる．高解像度降水ナウ

キャストにおいては，計算水位が実測水位と概ね一致

していることがわかる．これらは観測潮位を用いた計

算結果を示しているが，図-5に台風時の観測潮位及び

天文潮位を用いた場合の計算結果を示す．天文潮位を

用いた場合は実測水位と異なっており，感潮河川にお

いて気圧や風などの気象状況による水位上昇が支配的

であることがわかった． 
 
5． まとめ 

1) 気象庁の発表する降水短時間予報，高解像度降水

ナウキャストによる予測値とXRAINによる観測値

の比較を行うことで，予測時間が短くなるにつれ

て，観測値と予測値のピーク時刻の差が小さくな

っていることがわかった． 
2) 予測降雨を用いた場合の計算を行うことで，高解

像度降水ナウキャストを用いた場合，5分先から30
分先までは予測降雨を用いた計算水位と実測水位

が概ね一致していることがわかった．ただし潮位

条件の違いによる計算結果を比較すると気象状況

による水位上昇の影響が支配的であり，潮位によ

る影響を考慮しなければならないと考えられる． 
今後は，再現精度を保ちつつ解析速度の向上を図っ

た氾濫解析モデルの構築を行い，本研究で予測した河

川水位を用いて，リアルタイム浸水予測を行う． 
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図-3  予測値と観測値の比較(上:降水短時間予報, 下:高

解像度降水ナウキャスト) 

   

 

 
図-4予測降雨を用いた河川水位計算結果(上:降水短

時間予報,下:高解像度降水ナウキャスト) 

   

 
図-5潮位条件の違いによる比較 

 

1
時
間
降
水
量
[m
m
]

降水短時間予報 ー観測降雨

(XRAIN)
ー1時間先
ー2時間先
ー3時間先
ー4時間先
ー5時間先
ー6時間先

ー観測降雨

(XRAIN)
ー 5分先
ー15分先
ー30分先

降
水
強
度
[m
m
/
h
]

高解像度降水
ナウキャスト

降
雨
強
度
[m
m
/
h
]

水
位
[m
]

実測⽔位
ー1時間先
ー2時間先
ー3時間先
ー4時間先
ー5時間先
ー6時間先

降水短時間予報

降
雨
強
度
[m
m
/
h
]

水
位
[m
]

実測⽔位
ー 5分先
ー15分先
ー30分先

高解像度降水ナウキャスト

降
雨
強
度
[m
m
/
h
]

水
位
[m
] 実測水位

ー観測潮位を用いた計算水位
ー天文潮位を用いた計算水位

II-76 第49回土木学会関東支部技術研究発表会


